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　５月２４日の第３回臨時議会において、第３１代
荒尾市議会副議長に就任させていただきました浜崎
英利でございます。議長を支え、公正かつ円滑な議
会運営に努めてまいりますので、どうかよろしくお
願いします。
　さて、今年５月に新型コロナウイルス感染症の感
染法上の位置づけが「５類」に引き下げられ、約３
年間にわたり多くの制限が行われてきたコロナ禍の
節目となり、活気が少しずつ戻ってきたように感じ
ます。
　また、今年は、改選もあり、議会体制も新しくな
りました。市民の皆様から選ばれたということを肝
に銘じ、皆様の声を聞き、状況を把握し、市執行部
と連携しながら、市政発展のために努めて参りたい
と思います。
　どうか本市議会に対しまして、市民の皆様のご支
援ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、就
任のご挨拶とさせていただきます。

　５月２４日の第３回臨時議会において、第３６代
議長に就任いたしました石崎勇三でございます。荒
尾市議会議長として、公正かつ円滑な議会運営に努
めてまいります。
　今、本市では、新病院「荒尾市立有明医療センター」
の開院に向け、準備を進めているところでございま
す。新病院については、ヘリポートの設置や診療機能・
施設機能の充実等、これから荒尾市の地域医療の中
心的役割を果たすことになると期待をしているとこ
ろでございます。
　荒尾競馬場跡地における南新地土地区画整理事業
の推進や老朽化した公共施設の問題等、本市を取り
巻く課題は山積している状況でありますが、市民の
皆様の安心・安全を確保し、市政の発展のため、市
民の皆様の声を政策に反映できますよう、議員一丸
となって精進していく所存でございます。
　今後とも、何卒、市議会にご理解とご協力を賜り
ますようよろしくお願い申し上げます。

　令和５年第３回市議会（臨時会）が５月２４日に開催され、議長に石崎勇三議員、
副議長に浜崎英利議員が選出されました。
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市民とともに行動する18人

※④の年齢は令和５年８月１日現在のものです。

※氏名の前の数字は議席番号です。　石崎勇三議長は４番、浜崎英利副議長は１６番です。
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常任・議会運営委員会および常任・議会運営委員会および
一部事務組合等の構成紹介一部事務組合等の構成紹介

　５月２４日に常任委員会および議会運営委員会委員、一部事務組合議会議員が決まりました
ので紹介します。

【常任委員会】
　４つの常任委員会があり、議員は1つ以上の常任委員会に所属することになっています。委
員会では、議会から付託された議案の審査やそれぞれの所管事項についての調査を行います。

総務文教常任委員
　総務部、会計課、教育委員会などの部局に関する事項及び他の委員会に属しない事項を所

管します。
　委員長　中野美智子　　副委員長　多田隈 穣
　委　員　木村誠一　　野田ゆみ　　 菅嶋公尚　　橋本誠剛

市民産業常任委員会
　地域振興部、市民環境部、建設農水部、企業局の部局に関する事項を所管します。
　委員長　鶴田賢了　　副委員長　元山孝雄
　委　員　前田裕二　　 田中浩治　　 渡辺勇一　　小田龍雄

厚生常任委員会 　
　保健福祉部、市民病院の部局に関する事項を所管します。
　委員長　古城義郎　　副委員長　星山幸司朗
　委　員　石崎勇三　　谷口繁治　　浜崎英利　　北園敏光

財務常任委員会
　全議員で構成され、予算及び決算に関する事項、市の財務に関する事項を所管します。
　委員長　橋本誠剛　　副委員長　谷口繁治

【議会運営委員会】
　議会運営が円滑に行われるよう、議事の順序や進め方などについて協議します。
　委員長　木村誠一　　副委員長　多田隈 穣　
　委　員　田中浩治　　中野美智子　　小田龍雄　　鶴田賢了

【一部事務組合議会】
大牟田・荒尾清掃施設組合

　多田隈 穣　　田中浩治　　元山孝雄　　小田龍雄　　鶴田賢了

有明広域行政事務組合
　前田裕二　　木村誠一　　野田ゆみ　　古城義郎

【熊本県後期高齢者医療広域連合議会】
　古城義郎
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  5  5月臨時会月臨時会

66月定例会    月定例会    
令和５年第３回臨時会が５月２４日に開かれ、専
決処分３件、補正予算１件、人事案件１件などを
審議しました。
また、第４回定例会が６月１２日から６月３０日
まで開かれ、補正予算８件、条例の制定及び一部
改正１１件、契約案件１件、請願２件、その他１
件、人事案件２０件などを審議しました。
各議案の賛否一覧は８ページをご覧ください。

・被災ノリ養殖資材運搬処分委託料　４２４万２千円
　災害ごみ（ノリ網等）を、災害廃棄物として市で運搬・処分が行われます。
・資材購入費に対する補助　１,５０２万９千円
　ノリの養殖を安定継続できるよう、破損した資材を新たに購入するための補助が行わ
れます。

・共同乾燥施設に対する補助　２４２万円
　北部漁協加盟の経営体に対し、災害時以降の目標生産金額と実績の
差額の４割について、補助（長洲町と折半）を行い、施設経営の安
定が図られます。

エネルギー価格や物価の高騰の影響を
受ける地域消費の活性化を図るため、
プレミアム付商品券が発行されます。
プレミアム率は、スマホ決済アプリ
（AraoPAY）が３０％、
カード型が２０％です。

アフターコロナにおける観光需要の更
なる回復に向け、宿泊事業者及び飲食
店等を支援するため、市内宿泊施設等
で使える３千円（宿泊分２千円、飲食
等分千円）のチケッ
トが販売されます。

補正予算補正予算（５月臨時会）

補正予算補正予算（６月定例会）

議
決

会
ま っ こた と

で

可
決

可
決

可
決～令和５年１月寒波によるノリ養殖被害に対する支援策～

プレミアム付商品券発行支援事業
補助金　１億１，０００万円

宿泊施設、飲食店等支援事業
補助金　　　  ６００万円

令和５年度一般会計補正予算
補正額（２号）	 ９，０６４万５千円
補正額（３号）	 ２，１６９万１千円
補正額（４号）	 １２億５，１０７万８千円
補正後総額	 ２５９億３，７９９万円
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令和５年度の住民税非課税世帯に対して、１世帯につき３万円が給付されます。また、
家計急変により、非課税世帯と同様の事情にある世帯も対象です。
対象世帯見込み数：８,１００世帯　　　支給開始予定：８月中旬

〇荒尾市監査委員（議会選出）　菅嶋　公尚　氏（上井手上）
〇荒尾市教育委員会委員　　　　渡邊　義専　氏（万田東）
〇荒尾市固定資産評価員　　　　片山　貴友　氏（北増永）
〇荒尾市固定資産評価審査委員会委員	 	
　武田　　修　氏（宮内出目西）	 前田　徹也　氏（水島）
〇荒尾市農業委員会委員	 	
　齊藤　　健　氏（大島下）	 畑中　二郎　氏（中央北）
　濵﨑　仁道　氏（上井手上）	 丸木　義寛　氏（宿）
　内田　浩明　氏（府本下）	 尾上　光洋　氏（金山上）
　上田　清史　氏（川後田）	 前田　博礼　氏（野原北）
　大園　正道　氏（中一部）	 藤岡　好行　氏（向一部）
　松岡　秀一　氏（牛水上）	 迎　賢一郎　氏（小野）
　濱田　陽子　氏（高浜）	 畑田　香織　氏（緑ケ丘二丁目）
〇人権擁護委員	 	
　本田　瑞枝　氏（四ツ山町一丁目）	 末藤　傳修　氏（唐池）

電気料金の高騰に伴い、事業継続に影響を受けている事業者に対して、支援金が交付さ
れます。
低圧電力を使用する事業者　　　　個人５万円　法人１０万円（一律給付）		
高圧電力を使用する事業者　　　　対象期間６か月間の合計額の２０％（上限３０万円）
特別高圧電力を使用する事業者　　対象期間６か月間の合計額の２０％（上限５０万円）

農水産業に係る燃料費や電気料金の価格が高騰していることから、生産活動の継続を支
援するため、令和４年の確定申告で申告した経費（動力光熱費等）の額に応じて支援金
が交付されます。
申告の経費１０万円以下　　　　　　　 ５万円（一律）	 	
申告の経費１０万１円～４０万円　　　 １０万円（一律）	 	
申告の経費４０万１円以上　　　　　　 経費の３０％以内（上限５０万円）

可
決

同
意

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業費
２億６，２６９万９千円

下記の人事案件に同意しました。

エネルギー価格高騰対策がんばる支援金　１億２，３６０万円

農水産業エネルギー価格高騰対応支援金　　  ５，８７５万円

人事案件人事案件（５月臨時会・６月定例会）
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令和５年第４回定例会上程議案一覧及び審議結果一覧令和５年第４回定例会上程議案一覧及び審議結果一覧

令和５年第３回臨時会上程議案一覧及び審議結果一覧令和５年第３回臨時会上程議案一覧及び審議結果一覧

議案番号 件　　　　　　名 委員会付託 結 　 果
議第３９号 旧荒尾競馬場スタンド解体工事請負変更契約の締結について 総務文教 原案可決

❷ 議第４０号 荒尾市温浴・宿泊施設の誘致に関する条例の制定について 市民産業 原案可決
議第４１号 荒尾駅周辺地区バリアフリー基本構想策定協議会条例の制定について 市民産業 原案可決
議第４２号 荒尾市指定管理候補者選定委員会条例の一部改正について 総務文教 原案可決
議第４３号 荒尾市議会議員、委員、立会人等の議員報酬、報酬等支給条例の一部改正について 市民産業 原案可決
議第４４号 荒尾市放課後児童クラブ条例の一部改正について 厚 生 原案可決
議第４５号 荒尾市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正について 厚 生 原案可決
議第４６号 荒尾市いきいき産業立地促進条例の一部改正について 市民産業 原案可決

❸ 議第４７号 荒尾市水道条例の一部改正について 市民産業 原案可決

❹ 議第４８号 荒尾市立有明医療センターの開院に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について 厚 生 原案可決

議第４９号 荒尾市民病院使用料及び手数料条例の一部改正について 厚 生 原案可決
議第５０号 市道路線の廃止及び認定について 市民産業 原案可決

❺ 議第５１号 令和５年度荒尾市一般会計補正予算（第４号） 財 務 原案可決
議第５２号 令和５年度荒尾市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 財 務 原案可決
議第５３号 令和５年度荒尾市介護保険特別会計補正予算（第１号） 財 務 原案可決
議第５４号 令和５年度荒尾市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 財 務 原案可決
議第５５号 令和５年度荒尾市南新地土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 財 務 原案可決
議第５６号 令和５年度荒尾市水道事業会計補正予算（第１号） 財 務 原案可決
議第５７号 令和５年度荒尾市下水道事業会計補正予算（第１号） 財 務 原案可決
議第５８号 令和５年度荒尾市病院事業会計補正予算（第１号） 財 務 原案可決

❻ 令和５年請願第４号「潮湯」の建て替え及び利便性の向上について 厚 生 不 採 択
❼ 令和５年請願第５号「道の駅あらお（仮称）」等の建設計画に関する市民説明会を求める請願 市民産業 不 採 択
報告第３号 繰越明許費の繰越計算について（一般会計） ― ―
報告第４号 事故繰越しの繰越計算について（一般会計） ― ―
報告第５号 繰越明許費の繰越計算について（南新地土地区画整理事業特別会計） ― ―

議案番号 件　　　　　　名 委員会付託 結 　 果
議第３３号 専決処分について（荒尾市税条例の一部改正） ― 承 認

❶ 議第３４号 専決処分について（荒尾市国民健康保険税条例の一部改正） ― 承 認
議第３５号 専決処分について（令和５年度荒尾市一般会計補正予算（第２号）） ― 承 認
議第３６号 財産の処分について ― 原案可決
議第３７号 令和５年度荒尾市一般会計補正予算（第３号） ― 原案可決
議第３８号 荒尾市監査委員の選任について ― 原案同意
報告第２号 専決処分について（損害賠償額の決定） ― ―
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報告第６号 予算の繰越計算について（水道事業会計） ― ―
報告第７号 予算の繰越計算について（下水道事業会計） ― ―
報告第８号 予算の繰越計算について（病院事業会計） ― ―
報告第９号 荒尾市土地開発公社の経営状況について ― ―
議第５９号 荒尾市教育委員会委員の任命について ― 原案同意
議第６０号 荒尾市固定資産評価員の選任について ― 原案同意
議第６１号 荒尾市固定資産評価審査委員会委員の選任について ― 原案同意
議第６２号 荒尾市固定資産評価審査委員会委員の選任について ― 原案同意
議第６３号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第６４号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第６５号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第６６号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第６７号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第６８号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第６９号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第７０号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第７１号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第７２号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第７３号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第７４号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第７５号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
議第７６号 荒尾市農業委員会委員の任命について ― 原案同意
諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について ― 原案同意
諮問第２号 人権擁護委員の候補者の推薦について ― 原案同意
議第７７号 荒尾市議会委員会条例及び荒尾市長の専決処分に関する条例の一部改正について ― 原案可決

令和５年第３回臨時会令和５年第３回臨時会
　　　　第４回定例会　　　　第４回定例会
賛否一覧表賛否一覧表

下記以外の議案は全会一致で原案可決、原案同意、承認になりました。
石崎議長は可否同数の場合のみ裁決権を行使します。

議 案 等 結果
議 員 名

前
田
裕
二

星
山
幸
司
朗

多
田
隈
穣

石
崎
勇
三

木
村
誠
一

田
中
浩
治

野
田
ゆ
み

菅
嶋
公
尚

元
山
孝
雄

中
野
美
智
子

渡
辺
勇
一

谷
口
繁
治

古
城
義
郎

小
田
龍
雄

鶴
田
賢
了

浜
崎
英
利

橋
本
誠
剛

北
園
敏
光

表決数
賛成　反対

❶ 議 第 ３ ４ 号 承 認 16 ― １ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ×

❷ 議 第 ４ ０ 号 原案可決 16 ― １ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ×

❸ 議 第 ４ ７ 号 原案可決 12 ― ５ ● ● ● × × ● ● ● ● × × ● ● ● ● ● ×

❹ 議 第 ４ ８ 号 原案可決 16 ― １ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ×

❺ 議 第 ５ １ 号 原案可決 12 ― ５ ● ● ● × × ● ● ● ● × × ● ● ● ● ● ×

❻ 令和５年請願第４号 不 採 択   ６ ― 11 × × × ● ● ● × × × ● ● × × × × × ●
❼ 令和５年請願第５号 不 採 択   ５ ― 12 × × × ● ● × × × × ● ● × × × × × ●

●は賛成　×は反対　※議席番号順
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請 願請 願
請願とは、憲法で保障された国民の基本的権利であり、国や地方公共団体
に意見や希望を述べることです。
本定例会で提出された２件の請願は以下の通りです。

「潮湯」の建て替え及び利便性の向上について
【要旨・請願事項】
　潮湯は近年、設備関係の老朽化が著しく、機器などの故障で休業が頻発する深刻な事態が続いている。
高齢の方々の健康の維持・増進、健康なまちづくりの推進のために、潮湯を早急に建て替え、営業日や
営業時間、また若い世代も利用できるように見直し、無料送迎バスの運行を実施してほしい。

【審査の経過及び結果】
　本請願は、厚生常任委員会で審査。執行部から、現施設はまだ使える施設であり、適切なメンテナン
スを行い使用していく。老人福祉施設という位置づけで運営している要因もあり、利用料金は安く抑え
ている面もある。市全体の公共交通施策としておもやいタクシー等を導入しているとの説明があり、委
員からは、南新地地区で温浴施設の誘致が計画されていることや、延伸している有明海沿岸道路と現施
設が重なる可能性もあり、建て替えは待つべき等の意見がありました。採決の結果、賛成少数により不
採択とすべきものとし、本会議でも賛成少数により不採択となりました。本会議での討論は10ページ参照。

「道の駅あらお（仮称）」等の建設計画に関する市民説明会を求める請願
【要旨・請願事項】
　「道の駅あらお（仮称）」等の建設計画が進行しているが、市民への本計画に関する事業
内容の周知徹底や全市民が喜べるための計画になるよう、荒尾市ウェルネス拠点施設（仮
称）整備・運営事業に関する市民説明会を早急に開催するよう請願する。

【審査の経過及び結果】
　本請願は、市民産業常任委員会で審査。執行部から、市民説明会は、具体的には事業者との契約後、
１０月以降に予定している。また、本事業は、これまで１０年以上にわたって市内各団体とのヒアリン
グや意見交換会を重ね、市民の声を聞いたうえで計画を策定したとの説明がありました。市民説明会の
反復実施については、随時、広報あらおやホームページの両方で、進捗状況を市民へお知らせするとい
う方向性で考えているとの説明がありました。採決した結果、賛成少数により不採択とすべきものとし、
本会議でも賛成少数により不採択となりました。本会議での討論は１１ページ参照。

（議第３４号）荒尾市国民健康保険条
例の一部改正について

（反対）この改正案は、国民健康保険の後期高齢者支援金等の課税限度額を、現行
の２０万円から２２万円に引き上げる内容である。これは、年金収入が年１３５万
円を超える７５歳以上の方々の約４割の保険料を引き上げるという健康保険法の改悪と連動し、今後
政府が計画する社会保障費抑制と自己負担増、大軍拡予算のための財源確保への道を開くものになる。
このような負担増に対して、地方議会から反対の意思を表明するため反対する。

議案等に対する議案等に対する

 討論！ 討論！
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（議第４０号）荒尾市温浴・宿泊施設の誘致に関する条例の制定について
（反対）この条例は競馬場跡地へ建設する温浴施設と宿泊施設に対し最大１億５０００万円の補助が含
まれる。地方自治法２３２条の２は地方公共団体は、公益上必要がある場合でなければ補助金を交付
できないとし、営利目的の会社など私的経済活動に対する補助金は、特別の理由（採算を犠牲にしたり、
過大なリスクを負わせるなど）がない限り認められない。こんな補助をするより、体育館屋根の雨漏
り修理や水道料金引き上げ回避に充てるべきだ。							        

（議第４７号）荒尾市水道条例の一部改正について
（反対）電気代をはじめ物価高騰、年金受給額の減、そして自営業者の負担となるインボイス制度導
入など、生活への影響がある中、料金値上げはさらに生活負担となる。また、市民への説明責任も果
たされていないので反対である。

（反対）日本水道協会によるアンケートでは、回答事業体の約４０％（３６５）がコロナ禍で地方創生
臨時交付金等を活用し水道料金減免を実施し、広島県の呉市では今後も計画される。料金引き上げは中
止し、減免を実施すべきだ。										          

（議第４８号）荒尾市立有明医療センターの開院に伴う関係条例の整備に関
する条例の制定について

（反対）この条例制定は、新たに開院する荒尾市立有明医療センター（新市民病院）で、差額ベッド料
金徴収の対象を全病床の３割、８０ベッドに増やし、最高金額を１日７７００円とするもの。公立病
院や民間病院で当たり前のように差額ベッド料金が徴収されているが、お金がなければ入院できない。
米の山病院などの全日本民医連に加盟する医療機関は″命の平等″をモットーに差額ベッド料金をいっ
さい徴収しない。新市民病院もそうすべきだ。							        

（議第５１号）令和５年度荒尾市一般会計補正予算（第４号）
（反対）この補正予算には、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した住民税非課
税世帯への給付や農業振興費、産業振興費などが盛り込まれ評価する内容が含まれるが、マイナンバ
ーの運用トラブルが後をたたない中、マイナポイント申込期限延長を盛り込むことには賛成できない。  
　また、水道料金引き上げが物価高騰などによる市民の生活困難に追い討ちをかけることとなり、水
道料金引き上げを回避する予算を組み込むべきだ。

 （令和５年請願第４号）「潮湯」の建て替え及び利便性の向上について
（賛成）この請願は、老朽化が著しい「潮湯」の建て替えと自宅から「潮湯」への無料送迎バスの運
行や営業時間の延長及び営業日を増やすなどの利便性向上を求めるもの。地方自治法（第１条２項）
に定める「住民の福祉の増進」の対象そのものであり、荒尾市は努力義務を負う。すでに玉名市や玉
東町、宇土市などでは無料送迎バスを運行し午後９時以降までの営業、休館日も月１～２日で利便性
で大きく先行している。荒尾市も急ぎ実施すべきだ。
 
（反対）建て替えは非常に高額な事業費がかかる上、国や県からの補助金が期待できないので、市が
借金で賄う必要があり、現状では困難である。また利便性の向上については当然取り組みが必要だが、
請願で求められている「営業日・営業時間の拡充」及び「無料送迎バスの運行」の実行はランニング
コストの大幅な増加を意味し、必然的に利用料金の大幅な値上げを必要とする。心情は大変理解でき
るが、今回は不採択が妥当である。
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　一般質問とは、議員が執行部に対して、事務の執行状況や将
来に対する方針等について問いただすものです。
　今回は９人の議員が質問を行いました。

一般質問一般質問
市政のココが聞きたい市政のココが聞きたい

コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス
ク

着
用
に
よ
る
健
康
被
害

お
よ
び
流
行
が
懸
念
さ

れ
る
コ
ロ
ナ
以
外
の
感

染
症
の
現
状
に
つ
い
て

問
長
引
く
マ
ス
ク
生
活
の
影
響
で

口
呼
吸
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
お

口
ぽ
か
ん
」
状
態
の
子
ど
も
の
割
合
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
口
呼
吸
は
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
だ
け
で
な
く
歯
や

歯
周
病
、
ま
た
睡
眠
中
も
身
体
が
緊
張
状

態
を
勘
違
い
し
身
体
が
休
ま
ら
ず
集
中
力

や
学
習
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
る
な
ど
、子
ど
も
の
「
お
口
ぽ
か
ん
」

は
そ
の
後
の
発
達
や
成
長
に
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
「
口
唇
閉
鎖
不
全
症
」
と
い

う
病
気
の
一
種
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
の
予
防
及
び
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

木村　誠一 議員

答
本
市
に
お
け
る
就
学
前
児
童
に
つ

い
て
は
、
保
育
施
設
等
へ
聞
き
取

っ
た
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
着
用
に

よ
り
「
お
口
ぽ
か
ん
」
の
園
児
が
増
え
て

い
る
と
い
っ
た
回
答
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

た
だ
現
代
の
食
生
活
や
生
活
ス
タ
イ
ル

な
ど
に
よ
り
日
常
的
に
口
が
開
い
て
い
る

状
態
の
子
ど
も
の
数
が
全
国
的
に
30
％
を

超
え
て
い
る
と
の
研
究
結
果
や
、
そ
の
健

康
上
の
弊
害
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
本
市
に
お
け
る
就
学

前
児
童
へ
の
対
応
と
し
て
、
関
係
機
関
と

協
議
し
、
保
育
所
や
保
護
者
等
へ
の
周
知・

啓
発
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
小
学
生
に
つ
い
て
も
、
学
校
現
場

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
お
口
ぽ
か
ん
」

状
態
の
変
化
は
感
じ
ら
れ
な
い
と
の
回
答

で
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
状
態

に
つ
い
て
は
学
校
、
家
庭
が
連
携
し
て
見

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

学
校
に
お
い
て
は
全
職
員
で
の
理
解
等
に

努
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
機
関
へ
の

相
談
や
受
診
に
つ
な
げ
る
な
ど
の
対
応
に

努
め
る
。

　

今
後
と
も
本
市
の
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
各
種
施
策
に
努
力
し

て
い
く
。

※
そ
の
他
、
子
育
て
環
境
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

（令和５年請願第５号）「道の駅あらお（仮称）」等の建設計画に関する市民
説明会を求める請願

（賛成）この請願は、競馬場跡地への「道の駅」等の建設計画について市民説明会の開催を求めるもの。
地方自治法（第１３８条の２）は「執行機関の責務」を定め、執行機関はその意思決定において、住
民の意思を反映させることを求められることになっており、そのためにも市民説明会の場は重要な市
民の意見を聞く場にもなるものである。しかし荒尾市はこの法律を無視し、これまで市民説明会をま
ったく開催してこなかった。急ぎ開催すべきだ。
 
（反対）請願事項に対する執行部の答弁は、①市民説明会に
ついては、事業者選定後、具体的に説明できる１０月後半に
機会を設ける予定である、②計画については、１０年以上、
市民アンケートや市内各団体とのヒアリング等を経て策定し
たものである、③事業進捗状況については、随時、広報あら
おやホームページで市民への周知を行う方向性であるとの答
弁であった。以上のことから対策は実施済であり、既に検討
していることは明らかである。
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水
道
料
金
の
見
直
し
に

つ
い
て

問
今
議
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ

て
い
る
料
金
の
値
上
げ
に
つ

い
て
、
改
め
て
内
容
等
の
確
認
を

行
い
、
今
後
の
水
道
事
業
経
営
と

料
金
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

　
人
が
生
活
す
る
上
で
関
わ
り
が

深
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
理
解

し
て
い
る
が
、
老
朽
化
対
策
の
状

況
と
そ
の
財
源
で
あ
る
給
水
収
益

の
減
少
の
現
状
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。
ま
た
、
中
短
期
的
な
料
金

改
定
及
び
現
状
に
即
し
た
口
径
別

料
金
体
系
へ
の
変
更
な
ど
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

「
第
４
期
が
ん
対
策
推

進
基
本
計
画
」
の
推
進

に
つ
い
て

問
①
「
第
４
期
が
ん
推
進
基
本

計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

検
診
受
診
率
目
標
が
50
％
か
ら
60
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
本
市
の
が
ん

検
診
の
受
診
率
を
尋
ね
る
。

　
②
療
養
生
活
の
質
の
向
上
・
経

済
的
負
担
を
図
る
た
め
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部
補
正
具
等
の
助

成
を
要
望
す
る
が
、
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
③
終
末
期
を
在
宅
で
過
ご
す
若

年
者
の
訪
問
介
護
や
福
祉
用
具
の

購
入
費
の
補
助
等
、
経
済
的
支
援

の
た
め
の
「
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
」
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

中野美智子 議員

古城　義郎 議員

答
①
本
市
の
受
診
率
は
、
令
和
２
年

度
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元

年
度
よ
り
低
い
値
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状

況
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
や
県
の

受
診
率
と
比
較
す
る
と
胃
が
ん
や
子
宮
頸

が
ん
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
、
国
平

均
を
上
回
る
も
の
の
、
県
平
均
よ
り
も
低

い
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
受
診

率
向
上
に
努
め
る
。

　

②
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
ま
だ
認
知
度
が
低
く
、
情
報
不

足
な
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
市

民
病
院
に
お
い
て
は
、
非
常
に
重
要
な
こ

と
と
捉
え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
用
品

の
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局

で
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
他
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

③
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
に
お
い
て
、
訪

問
介
護
等
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
や
福

祉
用
具
等
の
購
入
費
用
を
独
自
の
取
り
組

み
で
助
成
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
今

後
、
他
自
治
体
の
状
況
や
国
や
県
の
動
向

等
も
参
考
に
し
、
ニ
ー
ズ
量
や
必
要
性
な

ど
を
も
と
に
検
討
し
た
い
。

答
本
市
の
水
道
施
設
の
多
く
は
高
度

成
長
期
に
整
備
を
進
め
て
お
り
、

全
て
の
施
設
を
法
定
耐
用
年
数
に
基
づ
き

更
新
を
行
っ
た
場
合
１
０
０
億
円
を
超
え

る
更
新
規
模
で
あ
る
が
、
財
務
状
況
を
考

慮
し
、
予
防
修
繕
と
あ
わ
せ
工
事
費
を
平

準
化
し
計
画
的
に
更
新
工
事
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
工
事
に
必
要
な
財
源
で
あ
る
料

金
収
入
は
、
人
口
減
少
や
節
水
器
具
の
普

及
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
、
経
営
は
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
回
の
料
金
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
水

道
メ
ー
タ
ー
交
換
等
維
持
管
理
費
が
口
径

の
大
き
さ
に
よ
り
高
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、

口
径
別
料
金
体
系
を
新
規
に
導
入
、
ま
た
、

こ
れ
ま
で
基
本
料
金
内
に
10
㎥
ま
で
の
基

本
水
量
を
設
け
同
一
料
金
だ
っ
た
も
の
を
、

節
水
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
１
㎥
か
ら
10
㎥

の
間
に
、
１
㎥
あ
た
り
33
円
の
従
量
料
金

を
設
定
す
る
な
ど
、
平
均
改
定
率
は
15
％

と
し
た
。

　

安
心
安
全
な
水
の
供
給
を
未
来
ま
で
継

続
で
き
る
よ
う
、
今
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
う
た
め
の
料

金
改
定
と
な
る
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
児
童
・
生
徒
の
命
、
安
全
を
守
る
取
り
組
み
～
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

だ
れ
も
が
利
用
し
た
く
な
る
、多
様
性
に
あ
ふ
れ
た
広
場・公
園
の
整
備
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、
農
振
農
用
地
区
の
見
直
し
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
運
動
部
活
の
地

域
移
行
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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渡辺　勇一 議員

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
荒
尾
市
内
の
学
童
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
「
待
機
児
童
」
の
問

題
は
棚
上
げ
状
態
、
対
応
・
対
策

が
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
状
態

に
あ
る
と
思
わ
れ
、
現
在
も
多
く

の
「
待
機
児
童
」
が
存
在
し
て
い
る
。

今
後
も
社
会
的
背
景
も
あ
り
放
課

後
学
童
ク
ラ
ブ
の
担
う
べ
き
役
割

は
さ
ら
に
重
要
性
を
増
す
と
考
え

る
。

　

通
常
に
お
け
る
「
待
機
児
童
」

対
応
・
対
策
、
学
校
長
期
休
み
に

お
け
る
「
待
機
児
童
」
対
応
・
対

策
に
つ
い
て
の
市
と
し
て
の
方
針

を
問
う
。

生
活
道
路
で
の
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て

問
幅
員
の
狭
い
、
ま
た
見
通
し

の
悪
い
道
路
で
の
事
故
の
発

生
状
況
や
、
交
通
弱
者
で
あ
る
歩

行
者
や
自
転
車
の
側
を
通
行
す
る

車
両
の
安
全
意
識
向
上
、
一
時
停

止
及
び
歩
行
者
の
い
る
横
断
歩
道

で
の
停
止
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意

識
を
向
上
さ
せ
る
為
の
啓
発
活
動

計
画
を
伺
う
。

野田　ゆみ 議員
※
そ
の
他
、
教
育
に
つ
い
て
、
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、
学
校
内
で
の
事
故
発
生
時
の
報
告
体
制
と
そ
の
後
の
情
報
共
有
に
つ

い
て
、
除
草
作
業
等
に
関
す
る
地
域
と
行
政
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
待
機
児
童
数
が
増
加
し

て
き
て
い
る
中
、
本
市
と
し
て
も
そ
の
対

応
は
重
要
課
題
と
認
識
し
、
年
々
受
け
入

れ
児
童
数
を
増
員
さ
せ
て
き
た
が
、
そ
れ

を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
利
用
希
望
者
数
が
増

加
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
待
機
児

童
数
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
そ
の

内
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
期
間
の
み
の

利
用
希
望
者
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
、
ま
ず
は
、
長
期
休
暇
中

に
お
い
て
可
能
で
あ
る
方
に
は
他
校
区
の

ク
ラ
ブ
へ
の
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
く
が
、

一
番
大
き
な
効
果
が
望
め
る
も
の
は
、
施

設
の
増
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
増
設

に
は
適
切
な
場
所
や
有
資
格
者
の
確
保
な

ど
、
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
今
後
も
重
点
事
項
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

な
お
、
荒
尾
第
一
小
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
、
関
係
機
関
等
と
の
調
整
が

順
調
に
進
ん
で
お
り
、
今
年
度
夏
休
み
ま

で
に
受
け
入
れ
児
童
数
を
増
員
さ
せ
る
べ

く
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
本
市
に
お
い
て
さ
ら
に
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
・
充
実

に
努
め
て
い
く
。

答
本
市
で
は
、
国
・
県
・
市
、
荒
尾

警
察
署
、
教
育
委
員
会
な
ど
で
構

成
す
る
「
荒
尾
市
交
通
安
全
対
策
会
議
」

に
お
い
て
策
定
し
た
「
荒
尾
市
交
通
安
全

計
画
」
に
基
づ
き
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
歩
行
者
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
は
、
最
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
事

故
の
発
生
状
況
と
し
て
は
、
交
通
量
が
多

い
国
道
や
県
道
等
の
主
要
道
路
に
発
生
場

所
が
集
中
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

生
活
道
路
に
お
い
て
は
、
交
通
弱
者
を

守
る
た
め
の
歩
道
新
設
や
道
路
の
幅
員
が

狭
い
所
な
ど
の
危
険
個
所
の
改
良
の
ほ
か
、

定
期
的
な
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
道

路
の
異
常
や
通
行
の
支
障
と
な
る
樹
木
な

ど
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
道
路
に
は
通
学
路
も
多
い

こ
と
か
ら
「
荒
尾
市
通
学
路
交
通
安
全
推

進
会
議
」
を
設
置
し
、
危
険
個
所
に
つ
い

て
合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　

横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
等
の

啓
発
活
動
と
し
て
、
毎
月
、
荒
尾
警
察
署

や
交
通
安
全
協
会
と
合
同
で
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
お
り
、
運
転
者
に
対
し

て
安
全
運
転
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
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鶴田　賢了 議員

あ
ら
お
海
陽
ス
マ
ー
ト
タ
ウ

ン
の
計
画
に
つ
い
て
の
市
民

説
明
会
開
催
及
び「
道
の
駅
」

開
業
後
の
施
設
使
用
料
固
定

費
廃
止
な
ど
に
伴
う
債
務
償

還
の
見
通
し
に
つ
い
て

問
競
馬
場
跡
地
へ
の
「
道
の
駅
」

建
設
等
に
24
億
円
の
税
金
を

使
い
、
入
浴
料
８
０
０
円
の
温
浴
施
設

に
年
間
20
万
人
、
ホ
テ
ル
や
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
、
商
業
施
設
等
を
誘
致
し
年
間

６
１
９
万
人
が
訪
れ
る
と
い
う
計
画

は
現
実
的
で
は
な
く
市
民
に
詳
し
く

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。「
道
の
駅
」
近

隣
に
大
型
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ

プ
が
出
店
し
、
採
算
が
見
込
め
な
く
な

る
。「
道
の
駅
」
の
施
設
使
用
料
固
定

費
分
年
額
２
、０
０
０
万
円
を
廃
止
し
、

そ
の
分
を
市
が
肩
代
わ
り
す
る
等
、
無

謀
な
計
画
は
中
止
し
、
規
模
を
大
幅

縮
小
し
、
計
画
を
見
直
す
べ
き
だ
。

市
民
体
育
館
の
補
修
及

び
建
て
替
え
に
つ
い
て

問
市
民
体
育
館
は
こ
こ
数
年
、

雨
漏
り
が
目
立
ち
、
屋
内

施
設
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

雨
天
の
時
の
練
習
は
も
と
よ
り
大

会
開
催
に
お
い
て
は
雨
天
中
止
や

延
期
す
る
声
が
競
技
団
体
か
ら
聞

か
れ
る
状
況
で
あ
る
。
補
修
を
含

め
た
体
育
館
の
建
て
替
え
に
つ
い

て
、
ま
た
、
建
て
替
え
る
と
す
れ

ば
い
つ
ご
ろ
の
予
定
に
な
る
の
か

伺
う
。

北園　敏光 議員

答
市
民
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
再
配

置
基
本
計
画
の
中
に
お
い
て
、
体

育
セ
ン
タ
ー
及
び
管
理
事
務
所
な
ど
の
施

設
と
の
複
合
化
や
移
転
等
も
絡
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
補
修
は
見
合
わ
せ

て
い
る
。

　

市
民
体
育
館
の
雨
漏
り
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
も
緊

急
的
な
修
繕
を
部
分
的
に
行
っ
て
い
る
が
、

雨
の
降
り
方
に
よ
っ
て
、
修
繕
を
行
っ
た

場
所
以
外
の
所
か
ら
新
た
な
雨
漏
れ
が
発

生
し
て
い
る
。

　

各
競
技
団
体
を
は
じ
め
、
市
民
の
方
か

ら
市
民
体
育
館
の
建
て
替
え
を
望
む
声
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

具
体
的
な
更
新
時
期
の
明
言
は
控
え
る
が
、

高
い
優
先
順
位
で
出
来
る
だ
け
早
期
に
着

手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
の
１
つ
で

あ
る
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
無
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
全
体
の
公
共
施
設

の
中
に
は
、
老
朽
化
が
進
み
対
応
を
す
べ

き
施
設
も
多
数
あ
る
の
で
、
他
の
市
の
事

業
の
進
捗
状
況
や
財
源
確
保
も
踏
ま
え
、

他
部
局
と
連
携
協
力
を
行
い
な
が
ら
、
引

き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
荒
尾
市
運
動
公
園
体
育
施
設
の
再
配
置
計
画
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
こ
れ
ま
で
も
広
報
あ
ら
お
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
し
て
き
た
が
、

10
月
後
半
に
は
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
拠
点
施
設
を
含
む
「
あ
ら
お

海
陽
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」
の
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
説
明
し
た
い
。

現
在
、
施
設
の
整
備
運
営
等
事
業
者
を
選

定
中
で
あ
り
、
ま
だ
提
案
内
容
を
公
表
で

き
な
い
が
、
９
月
議
会
で
の
契
約
議
案
の

承
認
後
に
具
体
的
な
説
明
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
近
隣
に
大
型
の
小
売
店
が
立
地

す
る
こ
と
を
十
分
に
承
知
し
た
上
で
の
道

の
駅
の
提
案
書
で
あ
り
、
提
案
に
は
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
確
約
す
る
書
面
が
添
付

さ
れ
て
い
る
。
経
営
を
評
価
す
る
プ
ロ
の

金
融
機
関
が
、
施
設
の
規
模
な
ど
も
含
め

て
、
融
資
を
し
て
も
問
題
な
い
健
全
な
経

営
が
期
待
で
き
る
と
判
断
し
た
と
理
解
し

て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
市
が
事
業
者

に
支
払
う
金
額
等
は
当
初
の
契
約
で
決
ま

っ
て
お
り
、
市
は
事
業
者
が
借
り
入
れ
た

資
金
を
返
済
す
る
義
務
は
な
い
。
道
の
駅

の
経
営
が
赤
字
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
市

が
損
失
補
償
す
る
義
務
も
一
切
な
い
。
ア

ジ
ア
パ
ー
ク
の
事
例
と
は
全
く
違
う
事
業

形
態
で
あ
る
。
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元山　孝雄 議員

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
生

ご
み
で
の
減
量
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て

問
今
年
度
か
ら
の
５
年
間
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
１
ト
ン
当
た
り
の
処
理

単
価
が
１
３
、０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
、
ご
み
処
理
費
負
担

軽
減
と
あ
わ
せ
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
法
へ
の
対
応
は
必
須

の
課
題
で
あ
る
。
生
ご
み
は
、
設

置
補
助
制
度
で
自
家
処
理
推
進
、

食
品
ロ
ス
削
減
や
水
き
り
な
ど
の

啓
発
が
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
減

少
化
に
あ
っ
て
ご
み
量
は
相
対
的

に
微
増
微
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
廃
プ
ラ
リ
サ
イ
ク
ル
品

目
拡
大
も
あ
る
こ
と
で
、
ご
み
減

量
推
進
と
あ
わ
せ
た
啓
発
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
伺
う
。

老
朽
化
空
き
家
・
空
き

地
等
の
問
題
に
つ
い
て

問
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す

る
相
談
を
よ
く
い
た
だ
く
。

敷
地
内
の
草
木
が
覆
い
茂
っ
て
い

る
の
で
、
ど
う
に
か
し
て
欲
し
い
、

空
き
家
が
老
朽
化
し
て
道
路
側
に

崩
れ
て
来
な
い
か
心
配
、
台
風
災

害
や
火
災
等
が
心
配
だ
と
不
安
を

持
た
れ
て
い
る
近
隣
の
住
民
の
方

か
ら
よ
く
相
談
を
い
た
だ
く
。

　
現
在
、
最
新
の
実
態
調
査
で
近

隣
の
住
民
の
方
が
迷
惑
さ
れ
て
い

る
空
き
家
・
空
き
地
等
は
ど
れ
位

現
存
す
る
の
か
。
そ
の
中
で
、
所

有
者
か
相
続
権
利
者
の
連
絡
先
が

判
明
し
て
い
る
割
合
は
ど
れ
位
か

お
尋
ね
す
る
。

田中　浩治 議員
※
そ
の
他
、
野
良
猫
や
野
犬
対
策
、
多
頭
飼
育
で
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
無
電
柱

化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
は
近
年
、

全
国
的
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
空
き
家
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
月
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
空
き
家
対
策
の
充
実・

強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

令
和
３
年
８
月
に
実
施
し
た
外
観
目
視

に
よ
る
実
態
調
査
で
は
、
空
家
等
と
判
断

さ
れ
た
物
件
は
１
、６
３
５
戸
で
あ
る
。
そ

の
中
に
あ
る
不
良
住
宅
の
う
ち
、
特
に
周

辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
空
き
家
が

27
戸
あ
り
、
所
有
者
等
が
判
明
し
て
い
る

戸
数
は
そ
の
中
の
20
戸
で
、
約
75
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

近
年
の
空
き
家
関
係
の
市
へ
の
相
談
件

数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
４
年

度
は
約
４
５
０
件
に
上
が
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
周
辺
に
迷
惑
が
か
か
る
お
そ
れ

の
あ
る
空
家
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
速
や
か
に
現
地
に
出
向
き
、
樹
木

の
繁
茂
な
ど
で
迷
惑
が
か
か
っ
て
い
れ
ば

所
有
者
や
相
続
人
を
調
査
し
、
通
知
文
書

に
よ
り
改
善
を
お
願
い
し
て
い
る
。

※
そ
の
他
、
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
ご
み
減
量
は
、
本
市
と
し
て
も
喫

緊
の
課
題
と
と
ら
え
て
お
り
、
第

6
次
荒
尾
市
総
合
計
画
の
基
本
施
策
に
掲

げ
る
「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
」

と
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
推

進
を
図
る
こ
と
や
、
令
和
2
年
3
月
に
策

定
し
た
「
第
4
次
荒
尾
市
ご
み
処
理
基
本

計
画
」
に
沿
っ
て
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ご
み
減
量
化
を
推
進
す
る
上
で
の
さ
ら

な
る
取
組
と
し
て
は
、
ご
み
の
分
別
に
つ

い
て
、
現
在
の
ト
レ
イ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

以
外
の
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
、
硬

質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
リ
サ
イ
ク

ル
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
運
搬
、

処
理
の
方
法
や
費
用
に
つ
い
て
、
関
係
す

る
事
業
者
等
と
も
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
庁
内
に
お
い
て
協
議
を
行
い
、

開
始
時
期
等
も
含
め
、
方
針
を
決
定
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
取
組
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
、
方
針
が
決
定
し
た
ら
、
市
民
の
皆
様

や
地
域
の
関
係
者
に
対
し
て
は
適
宜
、
丁

寧
な
説
明
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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［
広
報
広
聴
委
員
会　
広
報
部
会
］

広
報
広
聴
委
員
会
長 

浜
崎 

英
利
　
　

広
報
部
会
長 

前
田 

裕
二

委
員 

多
田
隈 

穣
　
委
員 

田
中 

浩
治

委
員 

菅
嶋 

公
尚
　
委
員 

中
野
美
智
子

委
員 

谷
口 

繁
治
　
委
員 

小
田 

龍
雄

委
員 

橋
本 

誠
剛

　

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
議
会
活

動
に
関
心
を
お
持
ち
頂
き
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
に
移
行
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
、
皆
様
の
日
常
が
、

制
限
な
く
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
う
議
員
一
同
、

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
議
会
は
、
今
年
の
４
月

に
改
選
が
あ
り
、
議
会
体
制
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

議
会
の
活
性
化
と
、
市
民
の
皆
様
へ

議
会
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
で

き
る
よ
う
、
各
議
員
が
責
任
を
持
っ
て

議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
議
会
報
告
会
等

に
取
り
組
ん
で
い
く
広
報
広
聴
委
員
会

を
構
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、

広
報
・
広
聴
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

※荒尾市議会だよりをお読みになってのご意見・ご感想は、荒尾市議会事務局（0968-63-1628（直通））までお寄せください。

編

集

後

記

　

６
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
永
年
20
年
表
彰
と
し
て
、

小
田
議
員
、
橋
本
議
員
、
菰
田
前
議
員
、
安
田
前
議
員
、
正
副

議
長
８
年
表
彰
と
し
て
、
安
田
前
議
員
、
副
議
長
４
年
表
彰
と

し
て
、
浜
崎
副
議
長
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
５
名
に
は
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
の
表
彰
状
の
伝
達

と
、
荒
尾
市
議

会
か
ら
の
表
彰

状
の
授
与
が
あ

り
ま
し
た
。
ま

た
、
浅
田
市
長

か
ら
は
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
表

彰
を
受
け
た
議

員
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
議
会
活

動
の
想
い
や
感

謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
号
か
ら
、
私
た
ち
が
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
と
な
る

よ
う
に
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

永
年
在
職
議
員
の
表
彰

私
た
ち
が
広
報
部
会
で
す

【小田龍雄議員　橋本誠剛議員　菰田正也前議員　安田康則前議員　浜崎英利議員】


